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2月号
〔578号〕

白銀のゲレンデを滑走する栗田一
いち

路
ろ

君（川口）
（福島県中学校体育大会：関連記事・８ページ）



只
見
線
が
全
線
開
通
し
て
か
ら
41
年
。

只
見
線
は
住
民
の
交
通
手
段
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
観
光
客
や
鉄
道
フ

ァ
ン
の
間
で
も
四
季
折
々
の
風
光
明

媚
な
景
色
が
臨
め
る
路
線
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成

23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
を
受
け
、

現
在
で
も
一
部
区
間
の
復
旧
が
進
ん

で
い
な
い
こ
と
や
、
利
用
者
が
減
少

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
只
見
線
が

抱
え
て
い
る
現
実
で
す
。
も
う
一
度
、

只
見
線
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
只

見
線
の
成
り
立
ち
を
振
り
返
る
と
同

時
に
只
見
線
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

只
見
線
と
共
に
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只
見
線
の
歴
史
は
大
正
14
年
に
着
工
し
た
会
津
若
松
か
ら
会
津

坂
下
間
の
会
津
線
建
設
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
当
時
、
鉄
道
省
の

計
画
で
は
会
津
線
の
終
点
は
川
口
で
し
た
。
昭
和
28
年
、
田
子

倉
ダ
ム
建
設
の
た
め
川
口
―
只
見
間
に
電
源
開
発
が
資
材
運
搬

専
用
線
を
敷
設
し
ま
す
。
ダ
ム
建
設
が
終
了
す
る
と
金
山
・
只

見
の
関
係
町
村
は
、
国
鉄
が
こ
れ
を
買
収
す
る
よ
う
運
動
を
展

開
。
昭
和
46
年
８
月
29
日
、
会
津
線
は
只
見
線
と
し
て
会
津
若

松
か
ら
新
潟
県
小
出
間
の
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

会津川口駅と只見川（昭和６０年頃）
老人クラブによる会津越川駅の草刈り作業
（昭和６０年頃）

会津川口駅の材木置き場（昭和４０年頃）

大正１５年１０月　　会津線・会津若松～会津坂下間　開業
　　　　　　　　　　※当時、只見線は会津線という名称でした
昭和　３年１１月　　会津線・会津坂下～会津柳津間　開業
昭和１６年１０月　　会津線・会津柳津～会津宮下間　開業
昭和１７年１１月　　只見線・小出～大白川間  開業
昭和３１年　９月　　会津線・会津宮下～会津川口間　開業
昭和３２年　７月　　電源開発（株）田子倉専用線
　　　　　　　　　　　　　　会津川口～田子倉間　開通
昭和３４年　８月　　電源開発（株）田子倉専用鉄道終了
昭和３６年　６月　　田子倉専用線の国鉄編入が決まる
昭和３８年　８月　　会津線・会津川口～只見間　開業
昭和４０年１１月　　只見～大白川間が〈只見中線〉として本格着工
昭和４６年　８月　　只見線・只見～大白川間　開業（只見線全通）
　　　　　　　　　　会津若松～小出間135.2ｋｍを総称して〈只見線〉となる
昭和４６年１１月　　小出～大白川間ＳＬ廃止
昭和４９年１１月　　貨物列車のディーゼル化により全線ＳＬ廃止
昭和６２年　４月　　国鉄分割民営化により、東日本旅客鉄道（株）となる
平成２３年　７月　　新潟・福島豪雨により鉄橋などが流失する

只見線の歩み

只 見 線 の 歴 史
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温故知新

　

私
は
昭
和
42
年
か
ら
昭
和
61

年
ま
で
会
津
川
口
駅
に
あ
る
販

売
店
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
当

時
は
川
口
高
校
に
通
学
す
る
学

生
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
通
勤
に

利
用
す
る
人
も
い
て
、
駅
は
現

在
よ
り
も
賑
わ
っ
て
い
た
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
で
す
と
、
現
在

の
よ
う
に
マ
イ
カ
ー
の
時
代
で

は
な
か
っ
た
の
で
町
で
学
生
が

集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
る
と
、
若
松
方
面
か
ら

来
る
学
生
さ
ん
も
バ
ス
で
は
な

く
汽
車
を
利
用
し
て
来
て
い
た

　

私
は
昭
和
38
年
か
ら
平
成
３

年
ま
で
国
鉄
（
後
に
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
）
に
勤
め
て
い
ま
し

た
。
猪
苗
代
や
船
引
、
宮
下
、

只
見
な
ど
渡
り
歩
き
最
後
に
駅

長
と
し
て
会
津
川
口
駅
に
赴
任

し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
川
口
駅

の
駅
舎
が
新
し
く
な
る
昭
和
61

年
の
時
で
し
た
。

　

私
が
国
鉄
に
入
っ
た
時
か
ら

只
見
線
は
赤
字
路
線
だ
っ
た
の

で
、
な
ん
と
か
売
上
げ
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
週
末
運

行
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
に
は
力
を

入
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
ト

ロ
ッ
コ
や
Ｓ
Ｌ
な
ど
の
綺
麗
な

イ
ベ
ン
ト
列
車
が
走
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
材
木
を
運
搬
す

る
貨
車
を
改
造
し
た
ト
ロ
ッ
コ

列
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
が
つ
い
た
お
座
敷
列

車
が
走
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

住
民
の
利
用
に
つ
い
て
は
現

在
の
ダ
イ
ヤ
で
す
と
若
松
に
出

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

っ
て
便
利
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

便
利
さ
が
求
め
ら
れ
る
世
の
中

で
す
か
ら
、
快
速
列
車
の
よ
う

な
各
駅
停
車
を
し
な
い
列
車
が

あ
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

の
で
、
売
店
も
と
て
も
忙
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
病
院
に
通
う
に
し
て

も
家
の
前
ま
で
来
て
く
れ
る
便

利
な
バ
ス
が
あ
り
ま
す
し
、
残

念
な
が
ら
個
人
的
に
只
見
線
を

使
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
分
が
勤
め
て
い
た

只
見
線
で
す
し
、
路
線
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
と
な
る
と
寂
し

い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
只
見

線
沿
線
自
治
体
や
Ｊ
Ｒ
で
協
力

し
、
使
い
や
す
い
只
見
線
を
目

指
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
か
ら

先
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

創
意
工
夫
を

売
店
に
勤
め
て

元
国
鉄
職
員

中
丸
吉
之
助
さ
ん（
大
志
）

元
会
津
川
口
駅
舎
内
売
店
勤
務

五
ノ
井
フ
ミ
さ
ん（
川
口
）
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温故知新

　

私
が
国
鉄
に
入
っ
た
の
が
昭

和
38
年
で
、
平
成
２
年
ま
で
勤

め
ま
し
た
。
国
鉄
に
入
っ
て
す

ぐ
に
只
見
駅
勤
務
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
頃
は
只
見
駅
の
み

な
ら
ず
会
津
川
口
駅
に
も
木
材

を
運
搬
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

土ど

場ば

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は

ブ
ナ
の
パ
ル
プ
材
の
需
要
が
多

く
、
鉄
道
が
通
る
と
５
年
で
山

の
樹
木
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う

と
言
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。
ま

た
、
林
業
の
み
な
ら
ず
横
田
で

鉱
石
も
採
取
さ
れ
た
の
で
、
そ

の
輸
送
で
も
鉄
道
は
使
わ
れ
ま

し
た
。
只
見
線
を
支
え
る
だ
け

の
産
業
が
存
在
し
て
い
た
わ
け

で
す
。

　

私
は
国
鉄
で
育
っ
た
の
で
、

只
見
線
も
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

よ
い
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

個
人
的
に
こ
れ
か
ら
の
只
見
線

は
沿
線
の
美
し
い
景
観
を
利
用

し
た
観
光
路
線
と
し
て
外
部
か

ら
人
を
呼
び
込
む
こ
と
で
活
用

し
て
い
く
の
が
最
良
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
只
見
線

が
存
続
す
る
た
め
に
も
目
先
の

こ
と
に
捕
ら
わ
れ
ず
に
中
長
期

的
な
視
点
で
計
画
を
立
て
る
必

要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
昭
和
32
年
に
国
鉄
に
入

り
、
平
成
11
年
ま
で
勤
め
ま
し

た
。
入
っ
て
す
ぐ
に
前
年
に
開

業
し
た
ば
か
り
の
会
津
川
口
駅

に
勤
務
し
ま
し
た
。
近
く
の
水

沼
駅
が
開
業
し
た
時
は
ゴ
ザ
を

敷
い
て
お
年
寄
り
の
人
た
ち
が

歓
迎
を
し
た
と
い
う
こ
と
は
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
当
時
、
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
家
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
若
松
に
出

る
手
段
と
し
て
只
見
線
を
利
用

す
る
方
は
確
か
に
多
か
っ
た
の

で
す
。
で
も
、
列
車
ダ
イ
ヤ
は

当
時
も
現
在
も
ほ
と
ん
ど
替
わ

り
な
く
、
一
日
の
客
車
の
本
数

も
同
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
自
身
も
な
か
な
か

只
見
線
を
使
う
機
会
が
な
い
で

す
し
、
日
中
の
列
車
を
見
て
も

乗
客
は
少
な
い
で
す
ね
。
よ
く

言
わ
れ
る
よ
う
に
観
光
路
線
で

生
き
残
り
を
図
る
と
し
て
も
、

何
を
目
玉
と
す
る
か
を
は
っ
き

り
さ
せ
、
写
真
を
撮
り
に
来
る

鉄
道
フ
ァ
ン
や
列
車
に
乗
っ
て

く
る
観
光
客
が
町
に
経
済
的
な

利
益
を
も
た
ら
す
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

核
と
な
る
も
の
を

産
業
が

只
見
線
を
支
え
た

元
国
鉄
職
員

青
栁
雄
一
さ
ん（
水
沼
）

元
国
鉄
職
員

滝
沢
三
郎
さ
ん（
横
田
）
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　平成２３年７月新潟・福島豪雨によりＪＲ只見線の会津川口駅と只見駅の区間が現在も復旧され
ていません。ＪＲ東日本は、来月にも復旧費用と復旧の可否の方針を示す見込です。金山町では、
只見線存続に向けて町を挙げた取り組みを行います。取り組みの一部をご紹介します。

明日へ

乗ろう　守ろう　つなごう
　　　　　みんなの只見線

会津川口駅前に掛けられた応援懸垂幕（川口）

大切な交通機関である
ＪＲ只見線を守るため、
皆様の積極的なご利用を
お願い致します。

◎問い合わせ…復興政策課　電話５４－５２０３

観光客に人気のトロッコ列車（中川）

★只見線に乗ってイベントに参加しよう企画
会津かねやま雪まつり（２月１７日）
奥会津麺ズフェスティバル（３月１６・１７日）
（只見線に乗ってご来場の方にステキな特典を用意しています。）
東京直行便 雪まつりＪＲ利用バスツアー（五町村活性化協議会）

★ＪＲ只見線利用ツアー企画
只見方面　湯ら里　雪国満喫健康増進ツアー
若松方面　大河ドラマ館　ハンサムウーマン歴史探索ツアー
　　　　　（町民を対象とした旅行を企画します。
 詳細は１４ページをご覧下さい。）

★ＪＲ只見線存続署名活動（只見川流域雪まつり会場で実施）

★要望陳情活動
町では、今まで以上に国・県・ＪＲに対し存続に向けた要望活動
を行います。

★会津川口駅・役場に応援懸垂幕を設置しました。

★特別列車「町民号」の運行（平成２５年度予定）

★ＪＲ只見線応援サイトをインターネットに立ち上げます。
 （五町村活性化協議会）
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明日へ

　金山町では観光振興や地域の魅力向上、交流人口の拡大を目指し只見線の利用促進に向けた
アイディアを募集しています。
〈募集内容〉•定期的な鉄道利用の促進を図るための運動や取り組みのアイディア

•便利に安心して鉄道を利用するための環境整備の
アイディア

•地域内外からの利用者の増加につながるイベント
等のアイディアなど

〈募集期間〉•随時募集しています。
〈応 募 先〉•郵　送：金山町役場　復興政策課　宛
　　　　　　•メール： Fukkou@town.kaneyama.fukushima.jp
　　　　　　　　◎問い合わせ…復興政策課　☎５４－５２０３

只見線の未来にあなたのアイディアを

只 見 線 写 真 館

雪景色を走る列車（水沼） 川霧の中を行くＳＬ（豪雨災害前・西谷）

只見川第七鉄橋を走る列車（豪雨災害前・大塩）
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寒気の中、熱い稽古を繰り広げる横田剣友会の皆さん

　１月１３日、町民体育
館で横田剣友会の初稽古
が行われ、会員と指導者
１７名が参加しました。
　横田剣友会で指導に当たっている金山中学校
の佐

さ

浦
うら

雅
まさ

明
あき

校長が稽古前に挨拶し「今年初めて
の稽古になりますが、しっかり声を出して気持
ちを込めて頑張りましょう！」と子どもたちを
激励しました。稽古が始まると寒さを吹き飛ば
すかのような気合いの入ったかけ声が体育館に
響き渡りました。
　２時間の稽古の後、ゆうゆう館で鏡開きが行
われ、子どもたちは保護者会の皆さんが用意し
たつゆもちなどを味わいました。

新春、晴れやかにりりしく
横田剣友会が初稽古

歳の神で無病息災を願う大志の皆さん

　大志地区の歳の神は１月１５日、地区内にあ
る八幡神社で開かれました。歳の神は、町内各
地で毎年小正月に行われている伝統行事です。
　歳の神では、正月飾りなどを藁

わら

とともに燃や
して無病息災を祈願します。この火で正月につ
いた餅を焼いて食べると１年の健康が約束され
ると言われ、多くの人が餅やするめを持ち寄り、
炙って食べる慣習があります。
　大志地区でも地区の住民など約３０名が集ま
り、餅やするめを炙りながら家内安全や無病息
災を願いました。町内の他の地区でも１月１３
日から１５日にかけて歳の神が行われました。

無病息災を願う
歳の神

　第５５回福島県中学校体育大会スキー競技大
会は１月１５日から１７日までの３日間、フェ
アリーランドかねやまスキー場と太郎布高原ク
ロスカントリーコースを会場に行われました。
　生徒たちはアルペン競技とクロスカントリー
競技の合計１０種目で、日頃の練習の成果を競
い合いました。
　大会では栗田一

いち

路
ろ

君（金山中学校２年・川口）
が男子スラローム・男子ジャイアントスラロー
ム競技で見事７位入賞を果たし、東北大会出場
を決めました。また、金山中学校生徒が補助員
として大会の運営を支えました。

福島県中体連スキー大会が
町を会場に開かれる

県内から多くの選手が参加しました
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今年一年の交通安全を祈願する関係者

　金山町交通安全対策協議会が主催する交通安
全祈願祭は１月２１日、会津坂下町の心清水八
幡神社で行われ、関係者約３０名が出席しまし
た。祈願祭では、押部源二郎副町長、奥高伸町
議会副議長、山口慎吾会津坂下警察署長らが玉
ぐしを捧げ、出席者は交通事故防止に向け啓発
活動に積極的に取り組むことを誓いました。
　交通事故をなくすには、私たち一人ひとりが
交通安全のための正しいルールとマナーを実践
し、習慣づけることが重要です。交通事故を起
こさないよう、そして巻き込まれないよう、各
自が交通安全意識の向上に努めましょう。

交通事故のない１年を
交通安全祈願祭が行われる

指導を受ける小学生たち

　１月２７日、中央公民館主催の町民スキー・ス
ノーボード教室がフェアリーランドかねやまスキ
ー場で行われ、町内外から４４名が参加しました。

雪に親しみながら技能向上
町民スキー・スノボード教室

　２月１日、横田保育所で子どもたちが元気に
豆まきをしました。
　始めに子どもたちは先生から豆まきの由来を
教わり、イワシの頭やヒイラギの葉を家の玄関
に置いて厄除けすることを学びました。それか
ら子どもたちは自分で作った鬼の面をかぶり、
日頃使っている食堂やお昼寝室、お遊戯室など
で豆まきをしました。お遊戯室では職員が扮し
た鬼が登場し、子どもたちは怖がりながらも掛
け声を響かせ豆を投げていました。

｢鬼は外、福は内！ ｣
横田保育所で豆まき

悪い鬼をやっつけろ！

スキーを楽しむ「元気村」参加者

　教室では町内の子どもから大人までのほか、ソ
ーシャルファーム金山主催の「ふくしま子ども元
気村」に参加した中通りや浜通りの子どもたちも
金山スキー学校指導員の丁寧な指導を受けました。
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お
知
ら
せ

納期限は

2月28日
です

今月の納税

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

６
期
分

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

７
期
分

●
介

護

保

険

料　
　

６
期
分

●
保
　

育
　

料　
　

２
月
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

表　
　
　
彰

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章

★
2
月
★

▼
17
日（
日
）

•
第
35
回
会
津
か
ね
や
ま
雪
ま
つ
り

　

午
前
９
時
〜

　

私
の
言
い
た
い
こ
と
発
表
会

 
 

町
民
体
育
館

　

午
前
11
時
〜

　

売
店
・
味
じ
ま
ん
大
会

 
 

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
20
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

•
膝
・
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
22
日（
金
）

•
乳
幼
児
、
1.6
歳
児
・
２
歳
児
健
診

　

午
後
１
時
〜 

ゆ
う
ゆ
う
館

★
3
月
★

▼
１
日（
金
）

•
川
口
高
校
卒
業
証
書
授
与
式

　

午
前
10
時
〜 

川
口
高
校

▼
７
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜 

金
山
町
役
場

•
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
９
日（
土
）

•
文
化
協
会
総
合
発
表
会

　

午
前
10
時
〜 

御
神
楽
館

▼
13
日（
水
）

•
金
山
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

　

午
前
10
時
〜 

金
山
中
学
校

▼
14
日（
木
）

•
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
９
時
30
分 

ゆ
う
ゆ
う
館

あ
な
た
の
気
に
な
る

年
金
記
録

も
う
一
度
、
ご
確
認
を
。

　

い
ま
だ
約
２
，
２
０
０
万
件

の
持
ち
主
が
確
認
で
き
て
い
な

い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
の
年
金
記
録
に
「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で
は
と

ご
心
配
の
あ
る
方
は
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
等
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
日
本
年
金

機
構
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

自
動
車
の
登
録
・
抹
消
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　

毎
年
、
年
度
末
の
３
月
は
、

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
申
請

案　
　
　
内

　

１
月
16
日
開
催
の
第
53
回
交

通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
で

栗
城
辰
男
さ
ん
（
玉
梨
）
に
交

通
栄
誉
章
緑
十
字
銀
章
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
栗
城
さ

ん
の
永
年
に
わ
た
る
交
通
事
故

防
止
の
取
り
組
み
に
対
し
て
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。
併
せ
て
栗

城
さ
ん
を
支
え
た
奥
様
の
レ
イ

子
さ
ん
に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

報告に訪れた栗城さん（写真右）

軽
自
動
車
の
登
録
・
抹
消

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現

在
で
オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
車
、

軽
四
輪
な
ど
を
所
有
す
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
実
際
に

使
用
し
て
い
な
い
車
両
で
も
、

３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
し
な

い
と
登
録
者
に
納
税
義
務
が
発

生
し
ま
す
。
住
民
税
務
係
と
横

田
出
張
所
で
手
続
き
で
き
ま
す

の
で
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
）
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、

早
め
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
排
気
量
２
５
０
㏄
以

上
の
オ
ー
ト
バ
イ
や
軽
四
輪
は

最
寄
り
の
販
売
店
や
整
備
工
場

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

 

☎
54
–
５
１
２
１

が
集
中
す
る
時
期
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
窓
口
が
と
て
も

混
雑
し
、
手
続
き
に
何
時
間
も

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
名
の
名
義
変
更
や
住

所
変
更
、
廃
車
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

（
登
録
関
係
）

☎
０
５
０
–
５
５
４
０
–
２
０
１
５

（
検
査
関
係
）

☎
０
２
４
–
５
４
６
–
０
３
４
２

▼
受
付

　

月
〜
金
（
９
時
〜
20
時
）

　

第
２
土
曜
日（
９
時
〜
17
時
）

◎
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
専
門
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
–
０
５
８
–
５
５
５

映
画
鑑
賞
会

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

　
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
は
、

幕
末
に
生
き
た
名
も
な
い
下
級

武
士
と
家
族
の
姿
を
、
日
本
に

残
る
美
し
い
風
景
と
共
に
胸
を

打
つ
感
動
と
手
に
汗
握
る
興
奮

で
描
き
、
数
々
の
映
画
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
キ
ャ
ス
ト

　

真
田
広
之
・
宮
沢
り
え
ほ
か

▼
日
時

　

２
月
22
日（
金
）

　

開
演　

午
後
６
時
30
分
〜

　
　
　
　

午
後
８
時
40
分

▼
会
場　
御
神
楽
館

▼
入
場
料　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
５
３
３
３
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注　
　
　
意

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

　

全
国
各
地
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
近
隣

町
村
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
学
級
閉
鎖
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
注
意
点

•
手
洗
い
や
う
が
い
を
丁
寧
に

す
る

•
き
ち
ん
と
休
養
を
取
り
、
規

則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
る

•
室
内
の
乾
燥
を
防
ぐ

•
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を

着
用
す
る

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

 

☎
54
–
５
１
３
５

ご
寄
付
に
感
謝

　

次
の
方
か
ら
ふ
る
さ
と
応
援

寄
付
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
北
海
道
帯
広
市
の
中
丸
武
藏

さ
ん
か
ら
30
万
円

●
大
阪
府
大
阪
市
の
篠
原
照
幸

さ
ん
か
ら
５
千
円

●
東
京
都
品
川
区
の
岩
橋
尚
子

さ
ん
か
ら
１
万
円

●
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
田
中
秀

明
さ
ん
か
ら
５
万
円

●
神
奈
川
県
横
浜
市
の
吉
戸
勝

さ
ん
か
ら
１
万
円

●
匿
名
希
望
の
方
５
名
か
ら
８

万
円

　

ご
寄
付
は
自
然
環
境
の
保
全

等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

募　
　
　
集

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
せ
ん
か

　

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
の

切
り
替
え
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

単
独
浄
化
槽
（
し
尿
の
み
処
理

す
る
浄
化
槽
）
か
ら
の
設
置
替

え
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
設
置

を
希
望
さ
れ
る
方
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
上
下
水

道
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54
–
５
３
１
５

若
者
向
町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
町
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

が
16
歳
以
上
45
歳
以
下
の
方
で
、

同
居
す
る
親
族
が
い
る
方
に
な

り
ま
す
。

【
か
っ
こ
う
ハ
ウ
ス
】

•
場
所　
中
川
字
上
居
平
964
–
９

•
募
集
戸
数　
１
戸

•
住
宅
の
種
類　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

•
家
賃
月
額　
２
万
５
千
円

　

こ
の
ほ
か
に
共
同
施
設
（
合

併
処
理
浄
化
槽
）
の
経
費
負
担

金
（
月
額
４
千
円
程
度
）
が
か

か
り
ま
す
。

•
敷
金　
７
万
５
千
円

 

（
家
賃
３
ヶ
月
分
）

※
入
居
資
格
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54
–
５
３
１
１

～休日の死亡届～
　休日の死亡届については次にご連絡ください。
　本庁（日直）☎５４－５１１１
※休日の死亡届は本庁・横田出張所で受付してい
ますが、日直から各担当職員に連絡しますので、
本庁へご連絡ください。
▶届出に必要なもの
•死亡届、届出人の印鑑
　代理の方が届出の提出に来られる際は、届出人欄
を届出人に記入していただいてからお越しください。
▶会津西部斎苑を利用される方は
•斎苑の予約申し込み受付時間は８：３０～１７：
１５です。
　それ以外の時間は予約の確認ができないため、
ご協力をお願いいたします。
　◎問い合わせ…住民税務係　☎５４－５１３１ 発電機

発電機・衛星携帯電話を
配布しました
　町では災害に備え、ガソリン発電機を
全集落に、衛星携帯電話を１０集落に配
布しました。発電機は停電時の照明・暖
房等に、衛星携帯電話は固定電話等の通
信網が途絶えた際の連絡手段として使用
できます。
◎問い合わせ…総務係 ☎５４－５２１５

　

自
衛
官
採
用
試
験
が
次
の
通

り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
採
用
種
目

•
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

▼
受
験
資
格

•（
一
般
）18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方

予
備
自
衛
官
補
募
集

•（
技
能
）18
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
等
を
有
す
る
方

▼
受
付
期
間

　

１
月
９
日
〜
４
月
３
日

▼
試
験
日

　

４
月
12
日
〜
15
日　

◎
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２
–
27
–
６
７
２
４

衛生携帯電話
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町内各地区の放射線量　
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
　測定は各集会所等周辺の土の上で行っています。冬期は雪による遮へい効果で値が低くなる
傾向があります。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値については目安としてご覧ください。
測定地点：各地区集会所 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について

　町では定期的に町水道の放射
性物質モニタリング検査をして
います。
　１月２３日現在で町内水道水
から放射性セシウムは検出され
ていません。

【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ

　　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　　☎５４－５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

　福島県の緊急時環境放射線モニタリング検査の結果、葉菜
類で食品の基準値を上回る放射性セシウムが検出されました。
原因としてべたがけ資材（トンネルビニール、マルチ等の被
覆資材）を屋根からの雨水が直接落下する場所で保管したこ
とが考えられます。

　原発事故後に購入し
たべたがけ資材でも、
上記のように放射性セ
シウムが付着する可能
性があるものについて
は、使用しないでくだ
さい。

　　　　　　◎問い合わせ…会津坂下農業普及所金山普及所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎５４－２８０１

「べたがけ資材（被覆資材）」の
使用には注意してください

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
 （測定年月日　平成２４年１２月２６日～平成２５年１月３１日）
 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横田出張所で行っています。
　測定を希望される方は、保健福祉係か、横田出張所へ事前予約が必要です。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わせください。
 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
 横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
 農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）　　

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値） （134＋137合計値）

地下水 2 2 ＮＤ 焼却灰（薪ストーブ） 1 0 1,857

測定日
地区名 11月22日12月17日 1月22日 測定日

地区名 11月22日12月17日 1月22日 測定日
地区名 11月22日12月17日 1月22日

川 口 0.094 0.058 0.044 上 田 0.074 0.042 0.048 横 田 0.110 0.080 0.070 
小栗山 0.104 0.064 0.054 水 沼 0.160 0.064 0.046 上横田 0.094 0.048 0.052 
八 町 0.094 0.052 0.050 上大牧 0.102 0.044 0.046 土 倉 0.074 0.042 0.052 
玉 梨 0.130 0.058 0.064 下大牧 0.104 0.056 0.054 西 部 0.084 0.058 0.060 
西 谷 0.104 0.062 0.066 高 倉 0.098 0.056 0.054 大 塩 0.094 0.044 0.066 
本 名 0.116 0.064 0.074 大栗山 0.090 0.054 0.042 滝 沢 0.086 0.058 0.060 
橋 立 0.142 0.056 0.054 福 沢 0.112 0.058 0.044 田 沢 0.092 0.058 0.064 
大 志 0.088 0.044 0.037 三 更 0.108 0.044 0.040 山入１ 0.110 0.078 0.072 
板 下 0.078 0.042 0.030 沼 沢 0.224 0.068 0.056 山入２ 0.114 0.066 0.050 
宮 崎 0.092 0.054 0.050 太郎布 0.122 0.052 0.040 越 川 0.116 0.056 0.066 

トンネルビニールのイメージ マルチのイメージ
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あ の 人 こ の 人
1月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

横　田　好　雄（ 92歳）横　田
渡　部　タケヨ（ 91歳）大　塩
栗　城　ミ　ネ（100歳）玉　梨
※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 2月 1日現在）

世 帯 数　1,103世帯（－ 2）
人　　口　2,410人　（－ 1）
　 男 　　1,145人　（± 0）
　 女 　　1,265人　（－ 1）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

道の駅「奥会津かねやま」（仮称）
登録申請中です！

図 書 室 だ よ り

◎問い合わせ…中央公民館 ☎５４－５３３３

☆図書館にある本のご紹介
米粉食堂へようこそ／サカイ優佳子　著／コモンズ
　米粉を使った料理の紹介。世界中から多くの食品が輸入されているため、お米の消費量は１９６０年代前
半は一人１年間に約１２０ｋｇでしたが、２００６年には６１ｋｇと半分にまで減りました。いまこそ、お
米そのものを見直して、もっと料理に活用しましょう。
恋する短歌／佐藤真由美　著／集英社文庫
　揺れうごく女性の気持ちを描き、共感を集める新鋭歌人・佐藤真由美が贈る、短歌＋ショートストーリー
集。初めてのデート、切なくて眠れない夜、見送る朝のまぶしさ…。恋が始まり、そして終わるまでの一瞬
一瞬を鮮やかに切りとった、オリジナル文庫。

☆利用状況（１月分）
月刊貸出冊数　１０９冊（うち児童書　５０冊）でした。

～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～

☆新書紹介
ワンピース　１～６８巻 ／ 尾田栄一郎　著（集英社）

　時は大海賊時代。いまや伝説の海賊王G・ロジャーの遺した「ひとつなぎの大秘宝」を巡って、幾人もの海
賊たちが戦っていた。そんな海賊に憧れる少年ルフィは、海賊王目指して大いなる旅に出る！

八重の桜　前編 ／ 山本むつみ　編集（NHK出版）
　２０１３年大河ドラマを完全ガイド！会津の魂を胸に、激動の時代を力強く生きた新島八重。その波乱の生
涯を描いた大河ドラマのガイドブック。

ことり ／ 小川洋子　著（朝日新聞出版）
　世の片隅で小鳥のさえずりにじっと耳を澄ます兄弟の一生。図書館司書との淡い恋、鈴虫を小箱に入れて歩
く老人、文鳥の耳飾りの少女との出会い…やさしく切ない、著者の会心作。

児童書

一般書

一般書

　現在、町はこぶし館の改修を進めています。併せて、
道の駅の登録を目指し、同地内で県と一体となって２４
時間利用できる駐車場やトイレ・休憩施設の整備も行っ
ています。
　道の駅では町の食材を提供するとともに、奥会津の特
産品の販売や観光案内などを行い、町の活性化を図るた
め地域の中核施設としての役割を果たしていきます。
〈施設情報〉
•駐車場・トイレ・電話は２４時間利用可能です。
•駐車場　普通車４６台・大型車６台・車いす使用者用２台
•駐車場からの主要な歩行経路はバリアフリーに対応し
ています。
　　　　◎問い合わせ…商工観光係　☎５４－５３２７

完成イメージ図
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川
口
高
校
に
は
町
外
か
ら
入

学
し
、
寮
生
活
を
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
る
生
徒
が
い
ま
す
。

舘
岩
中
学
校
か
ら
入
学
し
た
菊

地
君
も
そ
の
一
人
で
す
。
ス
キ

ー
部
で
活
躍
し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
は
お
芝
居
に
も
挑
戦
す
る

菊
地
君
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

川
口
高
校
を
志
望
し
た
理
由

「
川
口
高
校
に
入
学
し
た
理
由

は
ス
キ
ー
部
の
外
部
コ
ー
チ
と

し
て
素
晴
ら
し
い
指
導
者
が
い

て
、
ど
う
し
て
も
そ
の
人
の
指

導
を
受
け
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
か
ね
や
ま
ス
キ
ー
場
は

斜
面
の
緩
急
が
特
徴
的
で
競
技

ス
キ
ー
の
練
習
場
と
し
て
最
適

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
入
学
当
初
は
知
ら
な
い
人

ば
か
り
で
不
安
で
し
た
が
、
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
が
積
極
的
に
声

を
掛
け
て
く
れ
、
す
ぐ
に
う
ち

解
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

金
山
町
は
舘
岩
と
ど
こ
か
似
て

い
て
馴
染
み
や
す
か
っ
た
で
す
」

芝
居
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

菊
地
君
は
中
学
１
年
の
頃
か

ら
南
会
津
で
行
わ
れ
て
い
る

琉
球
舞
踊
を
取
り
入
れ
た
劇
団

「
チ
ー
ム
息
吹
」
に
参
加
し
て

い
ま
す
。「
空
手
を
取
り
入
れ
た

新
し
い
ダ
ン
ス
に
ハ
マ
り
ま
し

た
。
チ
ー
ム
息
吹
に
は
小
学
生

か
ら
高
校
生
ま
で
が
参
加
し
て

い
て
、
廃
校
に
な
っ
た
舘
岩
の

小
学
校
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。

南
山
御
蔵
入
騒
動
を
題
材
と
し

た
舞
台
を
公
演
し
て
い
ま
す
が
、

活
動
を
通
し
て
多
く
の
人
が
ひ

と
つ
の
舞
台
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
で
築
か
れ
る
連
帯
感
や
、

観
客
に
よ
い
舞
台
を
披
露
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命

感
を
学
び
ま
し
た
。
以
前
は
人

前
で
話
す
こ
と
が
苦
手
で
し
た

が
、
内
気
だ
っ
た
性
格
も
変
わ

っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
」

　

若
者
ら
し
い
屈
託
の
な
い
笑

顔
が
印
象
的
な
菊
地
君
で
し
た
。 将軍吉宗を演じる菊地君（写真提供：息吹公演事務局）

185

川口高校スキー部

菊地 大
だい

樹
じゅ

君（1年・南会津町舘岩出身）

川高の新たな息吹

生涯学習のマスコット
マナビィくん

　
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
応
援
企
画
と

し
て
、
ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン
歴

史
探
索
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

只
見
線
車
内
で
は
、
会
津
の

冬
景
色
を
堪
能
す
る
だ
け
で
な

く
、
ク
イ
ズ
形
式
で
「
八
重
の

桜
」
の
知
識
を
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

　

市
内
で
は
バ
ス
に
乗
換
え
て
、

大
河
ド
ラ
マ
館
を
見
学
し
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
鶴
ヶ
城
を
散
策
。
会

津
戦
争
の
跡
を
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き

　

平
成
25
年
２
月
26
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
川
口
発

　

会
津
若
松
行
の
上
り
列
車
に

最
寄
り
の
駅
か
ら
乗
車

※
午
後
５
時
帰
町
予
定

▼
参
加
料　
千
円（
昼
食
代
）

▼
申
込
先　
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
５
３
６
１

　

２
月
21
日（
木
）ま
で
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
に
乗
っ
て

「
八
重
の
桜
」

 

ド
ラ
マ
館
へ
行
こ
う
！

▼
対
象

　
白
寿
学
級
（
概
ね
70
歳
台
）

　

こ
ま
ど
り
学
級

 

（
概
ね
60
歳
台
）

▼
活
動
期
間

　

４
月
か
ら
12
月
ま
で

▼
活
動
内
容

　

料
理
教
室
、町
外
研
修
、ス
ポ

ー
ツ
教
室
な
ど
毎
月
１
回
開
催

▼
申
込
先　
中
央
公
民
館

　

３
月
30
日（
水
）ま
で

 

☎
54
–
５
３
３
３

白
寿
学
級
・
こ
ま
ど
り
学
級

平
成
25
年
度
受
講
生
募
集
！

鶴ヶ城内で八重と会津戦争の紙芝居を
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